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押印状態の判定（訂正が必要か）

印影のかすれ・欠けが「文字が視認できる程度」かを確認した
- 基準・補足：視認できる程度のかすれ・欠け、少し斜めは「問題にならないケースがほとんど」とさ
れる。

印影のかすれ・欠けが「文字が読み取れないレベル」ではないかを確認した
- 基準・補足：読み取れないレベルは訂正が必要。

印影が上下逆さになっていないかを確認した
- 基準・補足：上下逆さは訂正が必要。

失敗印影の上に二重に捺印していない（しない）ことを確認した
- 基準・補足：失敗印影への重ね押しはNG。

確認事項チェック



正しい訂正手順

失敗した印影の上に、ボールペン等で二重線を引いた
- 基準・補足：印影を取り消したことを示す。

同じハンコを訂正印として、失敗印影の一部に重なるように押した
- 基準・補足：欄外に捨て印が場合は、訂正印の必要はない。

確認事項チェック



ケース別の追加対応（必要な場合のみ）

捺印欄を間違えた場合、正しい欄に捺印した
- 基準・補足：訂正手順（失敗印影への二重線＋訂正印）と併せて行う。

印鑑を間違えた場合、正しいハンコを失敗印影の隣に改めて捺印した
- 基準・補足：必要に応じて訂正手順（失敗印影への二重線＋訂正印）を先に行う。

印影が上下逆さの場合、訂正手順（失敗印影への二重線＋訂正印）を行ったうえで、正しい向きで改
めて捺印した

印影がかすれている場合、失敗印影の隣に改めて捺印した
- 基準・補足：失敗印影に「かぶせて押印」で隠す運用は避ける（NG項目参照）。

確認事項チェック



2回目の押印も失敗した場合

2回目の失敗印影にも二重線を引いた

2回目の失敗印影にも訂正印（同じハンコで一部重ね）を押した

正しい欄への捺印／正しいハンコでの捺印を完了した

訂正の回数が増え、書類が見にくくなっていないかを確認した
- 基準・補足：訂正が多いと相手方から「ミスが多い」と受け取られる可能性がある。

確認事項チェック



NG訂正方法の回避

二重線を引くだけで終えていない（訂正印までセットで実施した）
- 基準・補足：二重線だけでは「誰が訂正したか」が分からない。

修正液・修正テープで印影を消していない
- 基準・補足：改ざんが疑われる場合があり、見た目も悪くなり得る。

失敗印影にかぶせる形で押印していない
- 基準・補足：わずかなズレで印影が太くなり、本人性を担保できず、銀行印等は照合不可の可能性が
ある。

誤った印影の横に正しいハンコを押しただけで済ませていない
- 基準・補足：どちらが正しいか不明になるため、訂正にならない。

小さい「訂正印（認印）」を、ハンコ訂正の訂正印として使っていない
- 基準・補足：簿記・社内文書の訂正用途であり、ハンコ訂正の趣旨とは異なる。

確認事項チェック



提出先・書類種別による注意

書類が「確定申告等の公的手続き」または「銀行提出書類」に該当するかを確認した

公的手続き／銀行提出の場合、押印の厳格さを前提に、訂正要否と訂正方法を慎重に判断した
- 基準・補足：印影をシビアに見られ、トラブル時に鑑定が必要になる可能性があるため。

確認事項チェック



チェック漏れ防止のための注意事項

二重線と訂正印はセット運用である。二重線だけでは訂正者が不明である

修正液・修正テープは改ざん疑義や外観悪化につながるため避けるべきである
失敗印影へのかぶせ押しは本人性が崩れ、銀行印等で照合できない可能性がある

かすれ・欠けが軽微で視認できる場合は、過剰に訂正すると書類が見にくくなるリスクがある

公的手続き・銀行提出書類は特に厳格に見られる前提で確認する

注意事項チェック

※2025年12月時点の情報をもとに作成しています
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